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2022年度歴史地震研究会 第2回幹事会議事録 

 

場所:オンライン会議 

日時:2022年 11月 4日(金) 17:00～19:00 

出席者:松浦(会長)，堀川(副会長)，諸井(財政),林（旧行事），萬年（新行事）加納(編集出版)，室谷(広報)，

植竹(監査)，中村(監査)，大邑(総務) 

 

1. 入退会者の承認及び会費受取状況（財政）※2022年 6月22日～2022年 11月 3日(前回欠席のため) 

 新規入会者2名，2022 年度末退会者3名，2022 年度休会者0名，2022年度休会からの復会1名，

2022年度特典停止からの復活1名 

→新規入会者ほかを承認（現会員総数262名） 

 登録内容変更6名 

 2021年度末休会1名(前回幹事会財政欠席のため未報告) 

 2022年度会費受取状況202名(未納60名)  

 2021年度会費265名(2022年度特典停止10名) 

 2023年度会費3名納入済 

 

2. 役員および委員名簿の確認（総務） 

 役員名簿および役員の委嘱について確認 

 今回委嘱状はデジタルで簡潔できたので捺印や郵送の手間がなかったことを報告 

 

3. 2022年高槻大会のまとめ（行事） 

 大会の収支報告により剰余金が発生したことを報告 

 予稿集の余りについては総務に送付したことを報告 

 大会セットを新行事に送付したことを報告 

 大会セットのうち故障した機材(レーザーポインタ)について処分したことを報告 

 今後使えなくなった備品や時代にそぐわなくなった備品は適宜処分していくことを了承 

 

4. 2023年小田原大会について（新行事） 

 日程，会場(予約済)，会場費(小田原市と折半を検討)，について説明 

 行事委員会の態勢についてメンバーと役割を相談 

 委嘱状の発行，行事委員メーリングリスト作成について確認 

 デジタル化，省力化について相談 

 巡検の保険(レクリエーション保険)について検討 

 懇親会の規模と会費，形式について相談と確認 

 公開講演会の講演者について相談 →3名程度とすることを決定 

 巡検ルート案について説明 

 

5. 「歴史地震」の編集について（編集出版） 

 編集委員を1名追加することを説明 

 37号のカラーチャージ料金の請求，38号の締切について案内したことを説明 

 

6. 広報活動について（広報） 

 各メーリングリストの管理・編集を実施 

 研究会ホームページは研究会開催ページの更新，会誌原稿募集の案内，会誌1～14号までの閲覧方

法の更新(国会図書館デジタル)を行ったことを説明 →役員名簿(編集委員の追加)を更新する 
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 webmaster宛メールへの対応5件 

 苫小牧大会公開講演会の動画について公開準備(会員のみ)をおこなう 

 会員向けメーリングリストの整備をおこなう 

 『歴史地震』の総目次について確認 

 

7. その他 

 行事委員の役員交代について確認 

 授業目的公衆送信補償金制度について 

 会誌への「著書の紹介」掲載について(歴史地震関係書籍の一覧としてISBNがついたものに限る等) 

 

○次回幹事会は年末もしくは年始の予定 (オンライン開催) 

以上 


